
新しい価値を生み出すネットビジネスソリューション

安心で快適なネット社会の実現を目指す

日立グループのネットビジネス``cubium,,
Hitachi'sNetworkBusiness"Cubium”forSecureandP】easantNetworkSocieties

5ゐ紡i勺乃g∽∂わ

ガ如ゐねαf茹御γ才

小辰信夫 肋∂〝β此方α由〟

ビジネス界 産業界

ミミ

ロロロ

.ヒゝ_J

字彿界 ソリューション

[

l川-■--■ll

ll"■■■-■■l

[ 閏■
行政 分野 □吐』糊口n]皇ぎ

サ

l｢ネット基盤

買 サービス+
AN 技

術

ツ

ト
ワ
l

ク

等量
認リ
証て

リ与

享年
管
理

決

準
課
金

顧
客
管
理

物

流

保

守

l l
ノ､‾

ビジネス基盤･ノウハウ

/

日立製作所のネットビジ
ネスの概要

ネットビジネスの普及の

ためには,だれもが安心かつ

快適に参加できる｢ビジネス

プラットフォーム+が重要で

ある｡

21世紀を迎え,インターネットを中心とする汀革命が進展している｡パソコンや携帯電話の普及に伴い,ネット社会の人口

が急激に増加し,ビジネスや企業のあり方から個人のライフスタイルまでもが大きく変ぼうしつつある｡

このようなネット社会では,企業ばかりでなく,学校や行政機関.一般の消費者も,ディジタル化やネットワーク化に順応

し.ネット情報を活用することが求められてくる｡

急成長を続けるネットビジネスで,企業が勝ち抜いていくためには,セキュリティやネットワークなどの確かな技術に支え

られたシステム構築を担うパートナーシップが重要となる｡また,ネットビジネスに対応した,課金.決済.物流などのリア

ルビジネスの仕組みや,新しいインフラストラクチャーの構築も必須である｡

日立グループは,これまでに培ってきたシステムインテクレションのノウハウをベースとして,顧客に安心で快適なシステ

ム基盤と,ネットビジネスに必要な各種のソリューション･サービスを,ネットビジネスプランド"Cubium(キユーピアム)”

として体系化し,顧客ひとりひとりが新しい価値を創造できる最適なネットサービスの提供を目指している｡

はじめに

2000年11月,高度情報通信ネットワーク社会形成基本

法〔通称｢IT(Information Technology)基本法+〕が国会

で可決された｡同時に,5年以内に超高速アクセスが可

能な世界最高水準のインターネット綱の整備を促進し,

世界最先端のIT国家となることを目指すIT基本戦略が

まとめられた｡これにより,官民一体となったネット社

会の構築が今後急速に進むものと予想される｡ネットビ

ジネスは,既存ビジネスを柔軟に,高速に,機動的に変

革するものであり,このため,各企業ではネットビジネ

スでの選択と集中を実施することにより,付加価値を作

ることが求められている｡その結果,システム構築や運

用管理などのシステム部分をiDC(Internet Datacenter)

などにアウトソース(外部委託)し,コア(中核)ビジネス

に注力する企業が増えている｡それと同時に,従来自社

内にシステムを構築していたASP(Application Service

Provider)とiDC事業者の協業も進んでいる｡また,資材

調達の効率化などを図るために,インターネットを活用

して特定の分野の供給者と需要者の取り引きの場を提供

する"e-Marketplace”が急速に増えている｡

ここでは,ネットビジネスの市場動向と技術動向,お
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よび安心で快適なネット社会の実現を目指す日立グルー

プのネットビジネス"Cubium(キユーピアム)”について述

べる｡

ネットビジネスの動向

ネットワークが水や電気のようにユーティリティ化す

ることで,ネットワークを介して伝達される知識やノウ

ハウが経営資源として注目されるようになってきている｡

インターネットの普及により,ネット情報から何を読み

取るか,ネットをどのような知識データベースとして活

用しているかが重要となりつつある｡また,商取引の電

子化の進展に伴い,ビジネスの付加価値が｢商品+から

｢顧客サービス+へ移ってきている(図1参照)｡

さらに,経済やビジネス,労働,政治など各方面で大

きな変革が始まっている｡例えば,経済の分野ではこれ

までよりもダイナミックでグローバルな市場が形成され,

企業の成長要因は,従来の資本力や労働力ではなく,革

新性や知識が重視される｡また,ビジネスの分野では,

自社単独の戦略から,CRM(Customer Relationship

Management)を活用した個人対応型のビジネスや,ア

ライアンス(提携),コラボレーション(協業)を活用した

顧客LトL､のビジネスの創出への変革が必要とされてい

る｡政治の分野では,従来の規制を撤廃し,市場の成長

を誘発する政策に切り替わり始めている｡

一方,ネットビジネスを支える技術動向として,まず,

ネットワークの高速化が顕著である｡既存の電話回線や

インターネットが引き起こす情報

産業の構造変化

･ネットワークが水道や電気のように

ユーティリティ化一知識･ノウハウが
経営資源

･商取引がディジタル化(電子商取引)

･付加価値が顧客サービスにシフト

･新しい効率化付加価値の実現

･ニュービジネスの創出

揺らん期 成長期

実験段階 市場離陸段階

特定領域での商品化段階

市場創造

標準化競争一先行者に利益集中

コモディティ化段階

市場シェア獲得

性能･機能･価格競争激化

図1産業の成熟度曲線

情報産業に大きな構造変化を起こしているインターネットは,

今,実用に向けて正に成長期に入った｡

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)に加え,ブ

ロードバンド(広帯域)と呼ばれる新たな高速データ通信

が実用化されている｡従来のブロードバンドではCATV

が中心であったが,1999年11月から,既存の電話線を活

用したADSL(Asymmetric DigitalSubscriber Line)方

式のサービスが地域限定でスタートした｡2000年12月に

はBS(BroadcastSatellite)ディジタル放送がスタートし,

将来の蓄積型受信機の登場をにらんだ,データ放送の双

方向機能を活用した新たなサービスが登場し始めている

(図2参照)｡

ハードウェアの分野では,SAN(Storage Area

Network)技術の登場により,複数のストレージ装置で

構成するネットワークを,仮想的に一つの大きなストレ

ージ装置として扱うことができるようになった｡これに

より,全社規模のデータの続合管理や,オンデマンドの

ストレージの増強が可能となった｡また,磁気カードの

不正使用などを背景にセキュリティ向上の手段として,

ICカードが普及しつつある｡

ソフトウェアの分野では,ホームページの不正書き換

え事件などを背景に,PKI(Public KeyInfrastructure)

｢インターネットマークス+などのセキュリティ技術が実

用化されている｡また,爆発的なインターネットの普及

によって世界的にIP(Internet Protocol)アドレスが枯渇

しつつあることから,128ビットのアドレス空間を持つ,

次世代のインターネットプロトコルである"IPv6”の試験

サービスも開始されている｡

このように利用者にとって利便性が格段に向上し,利

用環境が整備され,世界的にインターネット利用者が急

増する中で,ネットビジネスを展開する企業やサービス

提供者にとっては,高信頼･高品質かつ低コストなサー

ビスを提供すること,安心して利用できるセキュリティ

の高いプラットフォームを装備すること,さらに24時間

365日のノンストップの運用体制を確保することなど,

サービス環境の整備がますます重要になってきている｡

日立グループは,これまでのシステムインテグレーショ

ンで培ったノウハウをベースに,このようなニーズにこた

えるソリューションとネットサービスのプラットフォー

ムを提供する｡

日立製作所のネットビジネスと

Cubiumの概要

3.1日立製作所のネットビジネス

日立製作所は,本格的なネット社会の到来に合わせ,
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CATV接続

1998年1月 FDDl専用

2001年7月加入者系無線アクセス

2000年12月 BSディジタル(データ)放送開始
1997年12月衛星データ放送 2001年後半東経11ぴCS放送開始

2003年地上波ディジタル放送開始

1999年未～"B山etooth”

2000年4月 SDSL接続

1999年11月 ADSL接続

1997年8月衛星インターネット接続

lSDN

2001年5月IMT-2000(W-CDMA)

2001年秋cdmaOne*1拡張方式

2002年9月cdma2000

公衆回線
1999年12月高機能携帯電話+ava*2搭載

1999年2月 高機能携帯電話(メール,ウェブ)

1997 1998 1999 2000 2001 2002

サービス開始時期(西暦年)

園2 ネットビジネスの技術動向

最近では,携帯電話やBSディジタル放送など新しい基盤向けのサービスが実用化された｡

最新の技術とSI(SystemIntegration)のノウハウをバッ

クボーンに,ネットビジネスに関するさまざまの価値あ

るソリューションを顧客に提供する｢ベスト ソリュー

ションパートナー+を目指している｡そのために,日立

グループの稔力を上げ,強みを最も生かせる以下の3事

業に特に焦点を当て,ネット社会の着実な進歩に貢献し

ていくことを目指している(図3参照)｡

(1)ソリューションの提供

ソリューション体系"Cyberfront(サイバーフロント)”

に基づき,インターネット技術を駆使したシステムコン

サルティング,システム構築,システム運用代行まで幅

広いソリューションを掟僕する｡

(2)プラットフォームの提供

ネット社会を支える,最も信頼できる｢プラットフォ

ームの提供+を目指す｡ネットワークやセキュリティなど

の技術基盤の上で決済･課金や顧客管理などビジネスに

必要な基盤を用意し,さらに,物流や保守などのサポー

トサービスも合わせて提供することにより,ネットビジ

ネスでのワンストップサービスを実現する｡

3.2 Cub山mの概要

日立製作所は,2000年9月,安心で快適なネット社会

の実現を目指すネット ビジネスプランドCubium”を制

定した｡Cubiumは,日立製作所のコーポレートステー

トメント"Inspire the Next”を支えるカテゴリーブラン

ドとして,日立グループがネット社会に大きく貢献する

ことを約束するためのグループ全社のネットブランドを

表している｡

Cubiumでは,数多くの実績に裏づけされた高い技術

2003

注1:□(CAT〉,衛星)

□〔xDSL(xDigitalSubscriberLi【e)〕

□(FDDl,無線)

□〔携帯電話(lMT-2000)〕

注2:略語説明ほか

FDDl(FiberDistrib】tedData

lnte什ace)

lMT-2000(l[ternationalMobileTele･

COmmu【icatio[S2000)

SDSL(SymmetricDigitalSubscriber

Line)

W-CDMA(W肋a佃C(XkDivisio【

仙tipleAccess)

*1cdmaOneは,CDMADeve叫me〔t
Groupの登録商標である｡

*2Javaおよぴすべての+ava関連の商標

およびロゴは,米国ならびにその他の

国における米国SunMicrosystems,

lnc.の商標または登銀商標である｡

と信頼性をバックボーンに,IT基盤の迅速な立ち上げと,

高いサービスレベルの維持を可能にするiDCのワン ス

トップサービスなどを中心に,21世紀へ向けて実現され

るITS(IntelligentTransportSystem)や,ディジタル放

送での双方向サービス,環境関連サービス,介護や福利

厚生サービス,電子行政関連サービスなど,社会全体へ

向けて幅広いサービスを提供していく｡

ワンストップサービスを実現する

サービスとソリューション

4.1｢ネット基盤サービス+の概要

従来のiDCサービスはハウジングサービスやホスティ

ングサービスなど,データの運用管理サービスに限定さ

れており,利用者が実際にネットビジネスを行う際に必

須となる認証や課金,決済などのシステムは,利用者が

個別に準備しなければならなかった｡また,認証や課金,

決済などのシステムはノウハウも必要とされる領域であ

りながら,そのサポートは十分に行われていないため,

利用者には多くの負荷がかかっていた｡

このような実態を踏まえ,日立製作所は,2000年4月

に日立ネットビジネス株式会社を設立し,決済や物流,

課金管理からiDCまで,ネットビジネスに必要となるさ

まざまなサービスをワンストップで提供する,業界で初

めての新しいデータ センターサービスを開始している

(図3参照)｡従来型のハウジングやホスティングなどの

iDCサービスについても,わが国最大級の20,000m2の広

さを誇るデータセンターにiDCの機能を拡充し,利便性

の高いサービスの提供を行っていく｡さらに,ネットビ
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･ネットワーク

･設備

･場所

ネットビジネスサポートサービス
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ティング
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･物流ゲートウェイサービス
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･ソフトウェア

･ハードウェア

･ネットワーク

･設備

･場所

セキュリティレベル

一‾▲‾〉【▼‾【‾▼■サービス

グレード

ハウジングレベルホステインクレベル アプリケーションレベル

図3｢ネット基盤サービス+の概要

ハウジングからアウトソーシングまで,利用者が求めるサービ

スをワンストップで提供する｡

ジネスの活況に伴うコンテンツ量の急激な増大に対応

し,iDC内とリモート環境の両方で,高信頼かつ拡張性

の高いストレージサービスを提供する｡このように,利

用者のニーズに合わせ,純粋なハウジング･ホスティン

グサービスから,ネットビジネスに必要なアプリケー

企業間EC/EDt/CALS

電子調達･応札

電子決済,ネッティング
SCM

匡垂夏至]
基幹サーバ

㊨基幹データベース

データウエアハウス
データマイニング
CRM

[亘亘亘]
･グループウエア
･ワークフロー
社内ウェブ

社内LAN

鬱 凰

ションまでワンストップで提供するほか,iDC事業者や

サービスプロバイダに対して,セキュリティサービス体系

"secureplaza”(図4参照),ジョブ自動連携棟能``JPl”の

運用管理機能などを特徴とするプラットフォームソリュ

ーション"Web.farmplaza”や,電子店舗,電子受発注サイ

トの構築を支援する｢Web Applicationドットコムソ

リューション+などを提供する｡

4.2｢ネットコミュニティサービス+の概要

ネット社会では,良質なコンテンツやサービスを持って

いるサービスプロバイダが,それを必要としているユー

ザーを見つけることが難しかったり,その道にユーザー

が最適なサービスを提供しているプロバイダを探せない

といった問題がある｡そのため,日立製作所は,インタ

ーネットを通じて,特定のサービスを利用したい人の集

まり(従業員や業界団体など)と,最適なサービスを提供

する事業者を引き合わせる｢ネット コミュニティ サービ

ス+というコンセプトを提案している(図5参照)｡その一

つの例として,2000年7月から日立製作所も導入した従

業員｢福利厚生カフェテリアプランサービス+がある｡

また,ネットサービス事業者やこれからネットサービ

スを始めようとする事業者には,スピーディかつ効果的

なネットビジネスのスタートアップをサポートする｢e-

高付加価値セキュアネットワークシステムサービス

情報システムセキュリティ

アクセス

制御

ファイア

ウォール

運用監視･

監査

ユーザー

教育

ファクシミリ

茫ブヾPBX
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盗 難
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破 壊

ウイルス

ワクチン
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成り済まし

改ざん

血宅慧慧公証局･遠隔医療･教育
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インフォメーション

オンデマンド

メディア
サーバ

著作権保護

(電子透かし)

紆
セキュア

ブロトコル

電子署名

通信路暗号
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-ホームオフィス

●SFA
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電子図書館

コンテンツ配信

消費者EC
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電子モール

銀行･クレジット
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モバイル

SOHO

[垂司

*国
ネットサーフィン

オンラインショッピング

公共サービス

図4 セキュリティサービ

ス体系

コンサルテーションからイ

ンテグレーション,アウトソ

ーシングサービスまで,ネット
ビジネスを支えるトータルセ

キュリティソリューションを

提供する｡
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iDC･サービスプロバイダ

ビジネスノか＼ウ

ネットワーク･情報システムの企画,′

開発,整嵐構築,運用

図5｢ネットコミュニティサービス+の概要

｢ネットコミュニティ サービス+では,コミュニティごとの二

一ズとシーズを統合する｢場+を提供し,ネットコミュニティの形
成を支援する｡

Transformationサービス+を提供しており,このサービ

スについてのコンサルティングやシステムの開発を進め

る場として,｢e-Transformationセンタ+を東京,大阪,

および名古屋に開設している｡

4.3｢ネットアプリケーションサービス+の概要

日立製作所は,従来SIで提供していたアプリケーション

の中から,ERP(Enterprise Resource Planning)やSCM

(Supply Chain Management)など,パッケージ化され

てネット上で利用しやすいアプリケーションを選択し,

業種別ASPとしてサービスを開始している｡ASP化によっ

てシステム構築期間の短縮や開発コスト,運用要員の削

減が可能となったため,従来IT投資に消極的であった企

業でもネットサービスの恩恵を受けやすくなった｡

具体的には,金融分野に対して,ネットワークバンキ

ングの共同センターサービス"FINEMAX”や"J-Debit”の

統合決済センターサービスなどを提供する｡産業分野で

は,ERP系で定評のある"R/3''やl)業務サービスや

｢ORACLEE-businessSuiteサービス+漆2〉などをASPとし

て提供する｡流通分野では,データマイニングのルール

分析機能を採用した｢ASP型顧客分析サービス+や｢ネッ

ト ショッピングサービス+などを提供する｡また,中小

規模企業には,Lotus社の``Notes''などのコラボレーショ

ン系サービスや業種特化型サービスを提供する"Apinet-

Land'',9,500社の会員を持つわが国最大級のビジネス

メディア サービスである``TWX-21”を使ったプラット

フォーム提供サービス,MRO(Maintenance,Repair

andOperations)集中購買サービスなどを提供する｡

おわりに

ここでは,安心で快適なネット社会の実現を目指す日立

グループのネットビジネス"Cubium''について述べた｡

Cubiumでは,現在,第一弾としてワンストップのデー

タセンターサービスを中心に,基盤系のサービスを提供

している｡今後は,ITSや環境関連サービスなどネット社

会全体への貢献に向けて,最新の技術,製品,ソリュー

ションを核としたネットサービスを開発し,豊かなネッ

ト社会の構築に貢献していく考えである｡

※1)R/3は,SAPAGの登録商標である｡

※2)ORACLEは,ORACLECorporationの登録商標である｡
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